








一- "Iphigenie auf Tauris“ を中心として一一





[1J "Iphigenie auf Tauris“において何が成就されたのかについて一ー オレス
トにかけられた Tantaliden の呪いとイフィゲーニ ェのギリツャへの憧
れ一一















この作品にわずかに realistischな傾向を帯びさせているものといえよう 。 Gundolf2}
1) F. Gundolf: Goethe， 1918 Berlin OI， Bildung， Tasso S. 311) 
2) a. a. O. (Tasso S. 323-35) 
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裁かせるJ(V -6， 2139f. )ためにということがひとつ， いまひとつには，r第二の死」







3) F. A. Hohenstein: Goethe (Die Pyramide)， Dresden 1928 (I， Eros 
=Seismos) 
4) Benno v. Wiese Die deutsche Trag凸die v. Lessing bis Hebbel. 1955 


































5) a. a. O. 











う「新らしい英雄的な進路J(l -1， 63lf.)とか「壮大な事業J(l -1， 666f. )などと い
うことばは，よく彼の Heldenturnの理想を表現しており，i神Aは，祖先のE業主(，
その子孫に報いはしない。すべての人聞は，よかれ悪しかれ自分の行いの報いを自分で









いうことばはー砲の不可知論であり ，それ故の晴さを，たとえば "Not"とか "Schicksal“
を無条件に肯定し，その前には人聞の存在を無力なものとして感じる彼の意識 (IV-4，




























計画のすべてを打ち明け，オレス トにこういう 。 rあなたたちの計阿を打明けて，払の
魂のうらぎりから救ったので、す。J(V -4， 2007ff. )これは一つには， イフィゲーニェの
「ただ，弘自身の心がそれに満足しないのです。J (1¥'-4， 1648f. ) ということばにみら
れるような kindlichな， したがって自己中心的な態度ともみられ，またひとつには，
「しかし，私の子供のような心は，私たちの迩命のすべてをあの方におまかせしたので
す。J (V -4， 2005ff. )のことばが鮮かに示すように上述の賂の性質をおびてくる。これ










7) a. a. 0 
8) ]. Kunz : Anmerkungen zu "Iphigenie“， Goethes Werke tHamburger 
Ausgabe) Bd.5 (S. 407-429) 
9) Maximen und Resexionen: Gott und Natur 49 (Hamburger Ausgabe 














は，1 -3， 317丘に見られるよう な Titanenのもつ激しい情念を否定するあきらめと屈




































るのです。j(V -3， 1816f. )ということばにみられる超越的な存在に対する激しい憎悪で
あり ，いまひとつは.終場における「あなたの国人の中の最も賎しい者，最も貧しい者











う。これこそは Seeleと Herzの強調と讃美，すなわち， イフイ ゲーニェの reine 
Seeleの内容を形造っている強烈な Egoの主張という点において，ゲーテの個性の直
接の反映であるとともに，近代的人間性の目覚めとし、う歴史的潮流をも，間接に表現し





10) a. a.O. 















公になっていることが挙げられるが，(女利1Dianaを Erfullungと呼ばせた (109M.) 
ことと，後の神像の比再発とを思い合せてみるときにも，そのことはうなずけよう。また
とのことは，rein ということばを， との作の主要なモチーフにしたことと切り離せな














的な愛着にすぎない。そうしたトアス王の Gebrauch(I -4， 529f. )とか Gesetz(V-





































12) W. Danckert: Goethe 1951， W. de Gruyter (Einleitung S. 13) 
13) G. Lukacs : Skizze d. Geschichte der neueren deutschen Literatur. 1955 
Aufbau (S. 30) 
⑥ Text Goethes Werke (Hamburger Ausgabe) Bd. 5 "Iphigenie auf 
Tauris. " 
19 
品の形式における古典美は， i仮併ない又笑」 のなにほどかの犠牲のうえに得られたも
のではないのか。
また(歴史的な意味での)新しいものと古いものとの血みどろの抗争という ，ゲーテ
の生涯をnく根本テーマは，こ こではさして明確な形で現われているのではないという
こともみてとれはしなし、か。
"Iphigenie“(1779-1786) とほぼ平行した時期に嘗き続けられ， そのしばらく後に
完成された "Tasso“ (1780-1789)の，あの晴海とした矛盾と絶望の指さというもの
は，"Iphigenie“ における基礎の~~\.，、古典的調和に早くも訪れた，内面からの破綻を例
証しているもののように，私に(t思われるので‘ある。一一 1959.1. 29.一一一
